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正年代はそれぞれ 482± 58 cal AD（古墳時代中期）および 646± 28 cal AD（飛鳥時代中期）の年代値が得ら
れた。
奈良時代前期と推定されている古代銅製錬カラミ中の木炭片（NG-3および NG-2）の年代はそれぞれ
683± 27 cal ADおよび 694± 27 cal ADであった。またカラミと共に出土した木材片（NG-4）の年代は 689
± 27 cal ADであり、これらの年代は奈良時代（710～）以前の飛鳥時代末期に相当する年代値であった。
さらに、奈良時代前期および中期の堆積物中の木炭片（NG-5および NG-6）の年代はそれぞれ 721± 49 
cal ADおよび 735± 46 cal ADを示した。前者は奈良時代前期に、後者は奈良時代中期の年代であり、発
掘調査で得られた年代とほぼ一致する。また、後者の年代は東大寺大仏鋳造の年代（745～ 752年）より
僅かに古い結果が得られ、従来考えられたように大仏鋳造の原料銅を盛んに生産していたことが伺える。










Study on the dating by 14C for charcoals related to ancient copper smelting at the 
Naganobori copper mine, Yamaguchi Prefecture, Japan.
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図 3に NG-8（A）および NG-9（B）の 14C年代と測定誤差を考慮し、暦年較正曲線から求めた暦
年代を図示している。通常、暦年代は 2σの範囲を採用することから NG-8（A）は 424～ 539 cal 
ADの範囲（482± 58：信頼度 95.4％）に、また NG-9（B）は 616～ 673 cal ADの暦年較正年代（646
± 28：信頼度 95.4％）であった。
〔表2〕　14C測定結果と暦年較正年代








NG-8 PLD-37790 －21.84±0.33 1576±19 424-539（95.4％） 482±58
NG-9 PLD-37791 －29.32±0.35 1379±23 618-673（95.4％） 646±28
NG-3 PLD-36577 －27.64±0.25 1323±17 656-710（85.2％） 683±27
NG-4 PLD-37033 －29.52±0.20 1306±16 662-715（69.6％）743-766（25.8％） 689±27
NG-2 PLD-36576 －26.86±0.12 1296±15 667-721（61.6％）741-768（33.8％） 694±27
NG-5 PLD-37034 －25.31±0.20 1285±16 672-726（57.4％）738-769（38.0％） 721±49
NG-6 PLD-37788 －25.75±0.35 1235±20 689-780（59.3％）787-876（36.1％） 735±46
NG-7 PLD-37789 －26.99±0.36 1209±21 726-738（3.9％）767-886（91.5％） 827±60
〔図 3〕　奈良時代前期の堆積物から出土した松明木材の炭化物とヤリガンナ削片の 14C 年代と暦年代と
の関係。




奈良時代初期とされている塊状カラミ中の木炭片 NG-3および NG-2の測定値を図 4 A（NG-3）
および B（NG-2）に測定値と暦年代との関係を示している。NG-3の暦年代範囲は 656～ 710 cal 
AD（683± 27：85.2％）であった。また NG-2の暦年代範囲は 667～ 721 cal AD（694± 27：61.6％）
と 741-765 cal AD （33.5%）の年代値が得られたが、同一カラミ中の木炭片であることから、前者
の値を採用した。
奈良時代前期とされているカラミに伴って出土した木炭 （NG-4）の暦年年代は 662～ 715と





〔図 4〕　塊状カラミ中の木炭片の 14C 年代と暦年代との関係。
A:　NG-3（PLD-36577）、B : NG-2（PLD-38576）。
〔図 5〕　奈良時代初期および平安時代前期堆積物中の木炭片の 14C 年代と暦年代との関係。
A : 奈良時代初期の木炭片（NG-5：PLD-37034）、B : 平安時代前期の木炭片（NG-7：PLD-37789）。
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